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• 事業所を対象とした調査…

障害者雇用における課題として「会社内に適当
な仕事があるか」が最も多く挙げられていた

• 障害者を対象とした調査…

精神障害者は他の障害者に比べ、離職率が高い

理由⇒「仕事内容が合わない」

発達障害者においても「職場定着」は課題

背景

能力をいかした適切なジョブマッチングが重要

障害者雇用を進める上で
「担当職務をどのようにするか」は大きな課題

障害者・企業の双方にとって
「担当職務をどのようにするか」は

重要な課題



既に存在している職務を、
個人が抱える問題や適性に合わせて
改善を図る試みのこと

背景

障害者雇用を進める上での課題

障害者の担当職務の設定
＝

職務再設計



（「平成29年度版 就業支援ハンドブック」より抜粋）

職務再設計の考え方



職務再設計の例

従業員Bさん
の職務

従業員Cさん
の職務

障害者の
担当職務

作業３

作業３

作業２

作業２

作業１ 作業１

従業員Aさん
の職務

判断要素が少ない
定型反復作業

を切り出し、再構成

知的障害者の雇用を契機に
考えられたモデル

―切り出し・再構成モデル―



目的

精神障害者 発達障害者

多様な障害特性についての配慮が必要

「切り出し・再構成モデル」
以外のモデルが必要

＝精神障害者や発達障害者を対象とした
新たな職務創出支援モデルの検討



用語の整理



職務の創出に対する支援

・職務再設計

障害者が従事できる、あるいは従事できるように
調整した課業（作業）及び責任を割り当てて、当
該障害者のための職位を設ける



例

段差の解消（下肢障害者）

静かな休憩場所の確保

ノイズキャンセラ（発達障害者）

通院時間や勤務時間への配慮（精神障害者）

職務の創出に対する支援

・環境調整



本研究における

職務創出支援の定義

職務再設計、環境調整を含め、
障害者の職務を創出することを
目的とする全ての支援の総称



調査研究の方法

文献等調査

地域センターを対象としたアンケート調査

事業所を対象としたヒアリング調査



１．地域センター調査

• 目的
地域センターで実施されている職業準備支援の

終了者に対する職場開拓から就職後の定着支援
までの過程における職務創出支援について、障
害別に把握する

• 対象
職業準備支援を行っている地域センター48所

• 方法
職業準備支援終了者を対象とした職務創出支援

の実施状況及び事例に関するアンケート調査
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知的障害者

１．地域センター調査 結果（知的障害者）

求人内容の調整を

必要とした事項で

は、全ての障害に

おいて、80%以上

の地域センターが

「仕事の内容」を

選択

（図は知的障害者）

障害別就職前後の選択割合

就職前：就職前に行った求人内容の調整を必要とした事項
就職後：就職後に事業所に対してアドバイスを要することが多い事項
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休憩回数の増加
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その他

就職前(n = 48) 就職後(n = 47)

精神障害者発達障害者

１．地域センター調査 結果（精神・発達障害者）

・就職前後を比較すると、「週所定労働日数の増加」、「1日当たり

の就業時間の増加」など、「増やす」支援の増加ポイントが高い

・「週所定労働日数の軽減」、「1日当たりの就業時間の軽減」も

同程度に高いポイント

⇒状況に応じた就労日数や時間の細かな調整が定着につながる

障害別就職前後の選択割合

・精神障害、発達障害…求人内容の調整事項、事業所に配慮を求める

事項、就職後のアドバイスを要する事項の全てにおける支援の必要

性、比較的多くの事項についての支援の必要性が高いとされる傾向

⇒多様な種類の支援が必要



２．事業所ヒアリング調査

• 目的

職務創出支援に係る事例から、支援方法を分
類、整理し、新たな職務創出支援モデルを提案

• 方法

事前調査及びアンケート調査により選定した事
業所へのヒアリング調査



27の事例
↓

特例子会社、
介護施設、

就労支援事業所、
一般企業 etc.

ヒアリング項目
・職務創出支援

の取組
・キャリア形成支援
・雇用上の配慮・

工夫

・取組の効果 etc.

精神障害 発達障害 事業主 障害者 支援者

事例１★ その他のサービス業 ○ ○ ○

事例２★ その他のサービス業 ○ ○ ○

事例３★ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○

事例４★ 生活関連サービス業、娯楽業 ○ 　 ○

事例５ 情報通信業 ○　統合失調症 ○ ○

事例６ 宿泊業、飲食サービス業 ○　うつ病 ○ ○ ○

○　非定型精神病 　

○　うつ病 ○

事例９★ 医療、福祉 ○

事例１０ その他のサービス業 ○　言語性学習障害 ○ ○

事例１１ その他のサービス業 ○　アスペルガー症候群 ○ ○

事例１２ 情報通信業 ○　アスペルガー症候群 ○

事例１３ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○ ○ ○

事例１４ 医療、福祉 ○　妄想性障害 ○ ○

事例１５ 卸売業、小売業
○　統合失調症
（発達障害の疑いあり）

○ ○ ○

①高齢者複合施設 事例１６ 医療、福祉 ○　統合失調症 　 ○ ○

②障害者支援施設 事例１７ 医療、福祉 ○　アスペルガー症候群 ○ ○

③特別養護老人ホーム 事例１８ 医療、福祉 ○　てんかん　 ○ ○ ○

④介護老人保健施設 事例１９★ 医療、福祉 ○ ○

⑤居宅介護支援事業所 事例２０★ 医療、福祉 ○ ○

①（医療機関）
精神科クリニックにおけ
る雇用

事例２１ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○ ○

②（医療機関）
精神科病院における雇用

事例22 医療、福祉 ○　うつ病、統合失調症 ○ ○

③（障害者福祉機関）
相談支援事業所における
雇用

事例２３ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○ ○

④（障害者福祉機関）
相談支援事業所における
雇用

事例２４ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○ ○

⑤（障害者福祉機関）
就労移行支援事業所にお
ける雇用

事例２５ 医療、福祉 ○　統合失調症 ○ ○

⑥（行政機関）
市役所における雇用

事例２６ 公務 ○　統合失調症 ○ ○

⑦（一般企業）
障害者福祉関係の一般企
業における雇用

事例２７★ 医療、福祉 ○ ○

※事例欄に★印が記載された事例は、主に企業・事業所全体での取組、それ以外は主に個々の障害者雇用の取組が紹介されている事例

販売員

介
護
施
設
に

お
け
る
取
組

ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
従
事
者

○

○　就労継続支援A型事業所

ドライブレコーダ解析

データ入力

職業指導員

事例７ 情報通信業 ○ ○

オペレータ
事例８ その他のサービス業

○　アスペルガー症候群・うつ病、統合失調症、躁
うつ病

○

特例子会社における取組②

部署単位での取組

縫製工

経理

雇用管理の責任者

ＳＥ

職務（職種名）等 事例番号 産業分類
障害の種類 ヒアリング対象者

特例子会社における取組①

２．事業所ヒアリング調査 調査対象



精神障害 躁うつ病

発達障害 言語性学習障害

発達障害
アスペルガー症
候群

発達障害
アスペルガー症
候群

精神障害
発達障害

統合失調症4名
発達障害1名

精神障害 妄想性障害

※事例欄の左欄の数字は事例番号を示す。複数の個別事例を紹介しているものについては、右欄に枝番を付した。

14

職業指導員② 就労継続A型事業の利用者であった時代に、パソコン
関係のスキルの向上を支援し、職業指導員として雇用
した。当初は作業指示を行っていたが、現在は一部の
相談業務も担い、本人と職場のニーズに応じて職務内
容を拡大している。

本人自身が体調を管理し、仕事量を調整できるよう
になったことを見極めた時点で残業を許可した。ま
た、本人と職場のニーズに合った仕事を担当できる
よう、常に良好なコミュニケーションを保つように
している。

元利用者が職業指導員として働いていることで、
利用者にとっても、他の従業員にとっても良い影
響がある。

13

職業指導員①
多機能型事業所の利用者であった時代に、パン作り等
に関するスキルの獲得を支援し、一定の水準に達した
時点で職業指導員として雇用した。副施設長に次ぐ主
任となった1名は、事務を担当し、他の4名は作業指示
がメインである。職務内容は、本人の体調をみながら
増やしたものを戻すなどの調整をしている。

体調不良時には休みやすいように、支え合い、助け
合える環境作りを行っている。

障害のある人もない人もともに働く環境作りを
行ったことにより、障害のない社員の意識が良い
方向で変化した。また、利用者にとっては、障害
のある社員が良いモデル、目標になっている。

12

データ入力② 勤務時間の延長に伴い、データ入力作業で扱うデータ
のレパートリーを増やし、作業自体は他の従業員と同
じ作業をこなしている。
遂行機能障害に配慮し、上司が作業のスケジューリン
グ、進捗管理に対する支援を行っている。

進捗管理を上司が行うことで、パニックが起きなく
なり、休憩も確実に取れるようになっている。

本人に変化が現れた際のこまめな相談と支援機関
との連携による仕事以外の生活面の支援を実施し
ている。

11

データ入力①
 曖昧な基準による判断を指導スタッフが担当すること
により、データ入力業務において本人のパフォーマン
スが最大限発揮できるようにした。
正社員として期待されるリーダーシップについては、
職責から免除し、作業に集中できるようにしている。

VDT作業で推奨される休憩時間を確実にとれるよ
う、部署単位で50分ごとに10分の休憩時間を設け
ている。

発達障害者の強みである視覚的情報処理能力の高
さをいかし、関連会社からの受注作業を順調に増
やすことに成功している。
（事例1の個別事例）

10

ドライブレコーダー解析 特例子会社の業務内容として、雇用している障害者の
能力特性、職業的志向にマッチしたドライブレコーダ
の解析という専門的な業務を加えることに成功した。
文章作成と迷った時の判断を指導スタッフが担うこと
により、本人のパフォーマンスが最大限に発揮できる
ようにした。正社員として期待されるチームリーダー
としての責任は付加しないこととしている。

契約社員として入社し、現在は正社員となってから
は、本人の希望により、勤務時間については契約社
員時代の9時半～16時から1時間延長し、9時半～
17時となっている。

業務時間内に自己研鑽の時間を設けることによ
り、キャリア形成を支援している。
（事例1の個別事例）

8 3

オペレータ①
(コールセンター) 障害の有無に関わらず、本人及び周囲のニーズによ

り、得意分野で仕事ができるよう職務内容を調整して
いる。
勤務時間の増加に伴い、作業を追加し、現在は管理者
補佐としてコールセンター業務全般を担当している。

障害に起因する就業上の問題を、環境調整により解
消している。
再発防止のため、残業を禁止している。また、症状
悪化の兆候がないか気を付けている。

特例子会社で雇用した障害者を親会社やグループ
会社に配属し、障害者の雇用管理は特例子会社で
実施している。日常的なコミュニケーションを大
切にし、本人のみならず、ともに働く人々が不安
や心配を抱えることがないよう、周囲の環境に対
するフォローも重視している。

事例
 事例の表題、属性等 主として職務再設計に関連する特徴 主として環境調整に関連する特徴 その他の特徴

番号

「切り出し・再構
成モデル」の職務
再設計

＋

様々な工夫

特徴により２つの
タイプに分類

２．事業所ヒアリング調査 調査結果

職務再設計に関連する
特徴

主に企業・事業所単位での取組が紹介されている事例における職務創出支援における特徴（例）

タイプⅠ

タイプⅡ



事例紹介



タイプⅠの例



事業所の概要

平成元年に開所した介護老人保健施設

４カ所の事業所にて計５８名の障害者（うち精
神障害者8名）を雇用

＜障害者の職務内容＞

・清掃、環境整備

・一般事務、送迎車の運転、マッサージ

・生活援助、身体介護

介護施設における雇用事例



雇用の経緯

• 利用者中心の介護をしたい！

そのためには

人手が必要 介護現場は慢性的な人手不足

障害者の力を活用！

介護施設における雇用事例



職務再設計の例

清掃

従業員Bさん
の職務

従業員Cさん
の職務

障害者の
担当職務

清掃

清掃

清掃

従業員Aさん
の職務

判断要素が少ない
定型反復作業

を切り出し、再構成

知的障害者の雇用を契機に
考えられたモデル

―切り出し・再構成モデル―

介護介護
介護

清掃

介護介護
介護

清掃

介護介護
介護介護



精神障害者の職務内容

ステップアップで身体介護まで
清掃業務で雇用

→身体介護まで職域拡大

周囲の理解の促進 仕事ぶりに対する

高い評価

介護施設における雇用事例



目標とする
担当職務

清掃・洗濯

雇用開始時点
での担当職務

目標に向かって
徐々に作業を積
み上げていく

食事介助

清掃・洗濯

食事介助

清掃・洗濯

移動介助

排泄介助

食事介助

清掃・洗濯

移動介助

排泄介助

食事介助

清掃・洗濯

入浴介助

移動介助

体調の変化に応じた職務の調整 ← 精神障害者

本人の特性に応じたコミュニケーション ← 発達障害者
繰り返しの指導

介護施設における雇用事例



障害者が身体介護を
担当している事業所

・個人ではなく、チームで仕事に取り組む

・ミスは個人の責任ではなく、組織の責任

ミス→仕事のやり方、プロセスを見直す

・危機管理体制

体調不良 ミス

職場全体で見守り、
サポートする体制

介護施設における雇用事例



事業所の概要

就労支援を目的とした社会福祉法人が運営する

多機能型事業所

＜業務内容＞

パンや焼き菓子の製造販売

＜利用者定員＞ 35名

＜職員数＞ 19名（うち障害者5名）

精神障害 4名

発達障害 1名

職業指導員の雇用事例



精神保健福祉士等の
有資格者が担当

相談業務

作業３

作業２

作業１

作業３

作業２

作業１

・パン作り、お菓子
作りのスキル向上

＋作業指導

主任

体調をみながら職務の
拡大・職責の追加

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

職業指導員



作業４（目標）

作業５（目標）

将来の
担当職務

作業１

作業３

作業２

作業１

作業２

作業３

目標に向かって
徐々に作業を

積み上げていく

目標とする
職務

作業４

作業３

作業２

作業１

作業５

雇用開始時点で
の担当職務

作業３

作業２

作業１

作業４ 作業４

積み上げモデル積み上げモデル 縫製工、SE、経理、販売員、
電話オペレータ、職業指導員、
雇用管理の責任者etc. 





事業所の概要

平成12年に設立

業務管理システム（WEBシステム）開発、

ホームページ作成等を業務としている。

＜従業員数＞ 10名（うち障害者8名）

身体障害 3名

精神障害 2名

発達障害 3名

システムエンジニア（ＳＥ）の雇用事例



担当職務

要求分析
要求定義

基本設計

詳細設計

テスト

要求分析
要求定義

顧客にヒアリングし、ニーズを把握
顧客ニーズをどのように満たすか決定

要求分析・要求定義の決定に従い、
システムの設計を行う

実装予定の機能に対し、どのような技術や
仕組みで実現するのかを詳細に設計

開発したシステムが設計通りの動作をするか
テストする

システムエンジニア（ＳＥ）の雇用事例



顧客対応

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当の見直し

チームリーダーが担当

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

・システム開発に
関する技能

システム開発業務

システムエンジニア（ＳＥ）の雇用事例



雇用における配慮・工夫

年一回行われる

• 人事評価

 能力に応じた給与、モチベーションの向上

• 就業規則の改定

 職場での問題を、個人の問題ではなく職場全体の問題とし
て捉える

 在宅勤務制度、短時間勤務制度、時間有給制度、変形労働
制（1か月単位）が整備

システムエンジニア（ＳＥ）の雇用事例



事業所の概要

平成22年に認定された特例子会社

7部署からなる本社と3支社のあわせて4事業所が

ある。グループ会社より受注された各種作業を

行っている。

＜従業員数＞ 292名（うち障害者136名）

身体障害 ５名

精神障害 ６８名

知的障害 ６３名

※障害区分は手帳によるもの

ドライブレコーダの解析作業における雇用事例



テロップの作成

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当の見直し

担当の見直し

ドライブレコーダ解析

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

言
語
性
学
習
障
害

・PCと自動車関連業務
への志向性とスキル

・視覚的情報処理能力
の高さ



事業所の概要

平成４年に設立された「データ・物流・マーケ

ティングの総合アウトソーシング」企業

＜従業員数＞ 正社員 20名

常勤パート 50名

非常勤パート等 310名

データ入力作業における雇用事例



強みをいかした
職務を選定 不得手な作業等への支援を行う

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

支援

データ入力

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

・入力速度の速さと正確性
・視覚的情報処理能力の高さ

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
・
進
捗
管
理



作業３

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当を
見直したり、支援を行う

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

支援

担当の見直し

特化した
目標とする
担当職務

SE、一般事務員、生活支援員、
デイケアスタッフ、訪問支援員、
サービス管理者etc. 

特化モデル



精神障害 発達障害 Ⅰ Ⅱ

○　手帳68名 ○　約100名、左との重複有り ○ ○

○　2名 ○　26名 ○ ○

○　6名、統合失調症 ○

○　4名 　 ○

○　1名、統合失調症 ○

○　1名、うつ病 ○ ○

1 ○　1名、非定型精神病 　 　 ○

2 ○　1名、うつ病 ○　1名 ○ 　

1 ○

2 ○　統合失調症 ○

3 ○　躁うつ病 ○

○

○　1名、言語性学習障害 ○

○　1名、アスペルガー症候群 ○

○　1名、アスペルガー症候群 ○ ○

○　4名、統合失調症 ○　1名 ○

○　1名、妄想性障害 ○

○　1名、統合失調症
（発達障害の疑いあり）

○

①高齢者複合施設 ○　1名、統合失調症・強迫性障害 　 ○

②障害者支援施設 ○　2名、アスペルガー症候群 ○

③特別養護老人ホーム ○　1名、てんかん ○

④介護老人保健施設 ○　8名 ○

⑤居宅介護支援事業所 ○　7名 ○

①（医療機関）
精神科クリニックにおける雇用

○　2名、統合失調症 ○

1 ○　2名、うつ病 ○

2 ○　1名、統合失調症 ○

3 ○　1名、統合失調症 ○

③（障害者福祉機関）
相談支援事業所における雇用

○　1名、統合失調症 ○

④（障害者福祉機関）
相談支援事業所における雇用

○　1名、統合失調症 ○

⑤（障害者福祉機関）
就労移行支援事業所における雇用

○　1名、統合失調症 ○

⑥（行政機関）
市役所における雇用

○　2名、統合失調症 ○

⑦（一般企業）
障害者福祉関係の一般企業における雇用

○　14名 ○ ○

ピ
ア
サ
ポ
―

ト
従
事
者

事例２１

②（医療機関）
精神科病院における雇用

事例２２

事例２３

事例２４

事例２５

事例２６

事例２７★

販売員 事例１５

介
護
施
設
に

お
け
る
取
組

事例１６

事例１７

事例１８

事例１９★

事例２０★

データ入力
事例１１

事例１２

職業指導員
事例１３

事例１４

オペレータ
事例８

○　1名、アスペルガー症候群・うつ病

事例９★ ○　定員10名の就労継続支援A型事業所

ドライブレコーダ解析 事例１０

経理 事例５

雇用管理の責任者 事例６

ＳＥ 事例７

特例子会社における取組② 事例２★

部署単位での取組 事例３★

縫製工 事例４★

事例の表題 事例番号
障害の種類 タイプ

特例子会社における取組① 事例１★

２．事業所ヒアリング調査 調査結果



事業所の概要

平成21年に同業2社の合併により新設した

株式会社。全国に販売店舗をもつ

＜事業内容＞

靴・靴用品・修理用品及びインポート雑貨の販売

販売員の雇用事例



障害者雇用の経緯

• 販売スタッフが販売以外の業務
に追われ、人手不足に

 業務の棚卸しを行い、「業務分
類マップ」を作成

 障害者ができる仕事を視覚化

販売業務

販売以外の業務

業務A

業務Ｂ

業務Ｃ

業務Ｄ
業務Ｅ

業務Ｆ

販売員の雇用事例



ある店舗での障害者社員の事例

入荷商品の荷開け
ゴミ捨て

バックヤード整理

採用時点 約半年後

入荷商品の荷開け
ゴミ捨て

バックヤード整理

ナンバリング
店舗への商品出し

入荷商品の荷開け
ゴミ捨て

バックヤード整理

ナンバリング
店舗への商品出し

入荷商品の荷開け
ゴミ捨て

バックヤード整理

ナンバリング
店舗への商品出し

約１年後 約１年半後

シフト表の作成

ｼｭｰｹｱ用品の販売
バーコード作成
翌日の整理整頓

対応困難のため
職務から除外
（特化型）

徐々に職務を拡大
（積み上げ型）

販売員の雇用事例



職務再設計

切り出し・再構成モデル

従業員Bさんの
職務

従業員Cさんの
職務

障害者の
担当職務

作業３

作業３

作業２

作業２

作業１ 作業１

従業員Aさんの
職務

タイプⅠ
積み上げ
モデル

タイプⅡ
特化

モデル



作業４（目標）

作業５（目標）

将来の
担当職務

作業１

作業３

作業２

作業１

作業２

作業３

目標に向かって
徐々に作業を

積み上げていく

目標とする
職務

作業４

作業３

作業２

作業１

作業５

雇用開始時点で
の担当職務

作業３

作業２

作業１

作業４ 作業４

積み上げモデル（タイプⅠ）



特化モデル（タイプⅡ）

作業３

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

強みをいかした
職務を選定

不得手な作業等の担当を
見直したり、支援を行う

作業５

作業３

作業２

作業４

作業１

支援

担当の見直し

特化した
目標とする
担当職務



新たな2つの職務創出支援モデル

46



まとめ

積み上げ
モデル

特化
モデル

切り出し・
再構成モデル

３つのモデルを必要に応じて選択・組み合わせて活用

キャリア形成を見通した支援の展開



精神障害 躁うつ病

発達障害 言語性学習障害

発達障害
アスペルガー症
候群

発達障害
アスペルガー症
候群

精神障害
発達障害

統合失調症4名
発達障害1名

精神障害 妄想性障害

※事例欄の左欄の数字は事例番号を示す。複数の個別事例を紹介しているものについては、右欄に枝番を付した。

14

職業指導員② 就労継続A型事業の利用者であった時代に、パソコン
関係のスキルの向上を支援し、職業指導員として雇用
した。当初は作業指示を行っていたが、現在は一部の
相談業務も担い、本人と職場のニーズに応じて職務内
容を拡大している。

本人自身が体調を管理し、仕事量を調整できるよう
になったことを見極めた時点で残業を許可した。ま
た、本人と職場のニーズに合った仕事を担当できる
よう、常に良好なコミュニケーションを保つように
している。

元利用者が職業指導員として働いていることで、
利用者にとっても、他の従業員にとっても良い影
響がある。

13

職業指導員①
多機能型事業所の利用者であった時代に、パン作り等
に関するスキルの獲得を支援し、一定の水準に達した
時点で職業指導員として雇用した。副施設長に次ぐ主
任となった1名は、事務を担当し、他の4名は作業指示
がメインである。職務内容は、本人の体調をみながら
増やしたものを戻すなどの調整をしている。

体調不良時には休みやすいように、支え合い、助け
合える環境作りを行っている。

障害のある人もない人もともに働く環境作りを
行ったことにより、障害のない社員の意識が良い
方向で変化した。また、利用者にとっては、障害
のある社員が良いモデル、目標になっている。

12

データ入力② 勤務時間の延長に伴い、データ入力作業で扱うデータ
のレパートリーを増やし、作業自体は他の従業員と同
じ作業をこなしている。
遂行機能障害に配慮し、上司が作業のスケジューリン
グ、進捗管理に対する支援を行っている。

進捗管理を上司が行うことで、パニックが起きなく
なり、休憩も確実に取れるようになっている。

本人に変化が現れた際のこまめな相談と支援機関
との連携による仕事以外の生活面の支援を実施し
ている。

11

データ入力①
 曖昧な基準による判断を指導スタッフが担当すること
により、データ入力業務において本人のパフォーマン
スが最大限発揮できるようにした。
正社員として期待されるリーダーシップについては、
職責から免除し、作業に集中できるようにしている。

VDT作業で推奨される休憩時間を確実にとれるよ
う、部署単位で50分ごとに10分の休憩時間を設け
ている。

発達障害者の強みである視覚的情報処理能力の高
さをいかし、関連会社からの受注作業を順調に増
やすことに成功している。
（事例1の個別事例）

10

ドライブレコーダー解析 特例子会社の業務内容として、雇用している障害者の
能力特性、職業的志向にマッチしたドライブレコーダ
の解析という専門的な業務を加えることに成功した。
文章作成と迷った時の判断を指導スタッフが担うこと
により、本人のパフォーマンスが最大限に発揮できる
ようにした。正社員として期待されるチームリーダー
としての責任は付加しないこととしている。

契約社員として入社し、現在は正社員となってから
は、本人の希望により、勤務時間については契約社
員時代の9時半～16時から1時間延長し、9時半～
17時となっている。

業務時間内に自己研鑽の時間を設けることによ
り、キャリア形成を支援している。
（事例1の個別事例）

8 3

オペレータ①
(コールセンター) 障害の有無に関わらず、本人及び周囲のニーズによ

り、得意分野で仕事ができるよう職務内容を調整して
いる。
勤務時間の増加に伴い、作業を追加し、現在は管理者
補佐としてコールセンター業務全般を担当している。

障害に起因する就業上の問題を、環境調整により解
消している。
再発防止のため、残業を禁止している。また、症状
悪化の兆候がないか気を付けている。

特例子会社で雇用した障害者を親会社やグループ
会社に配属し、障害者の雇用管理は特例子会社で
実施している。日常的なコミュニケーションを大
切にし、本人のみならず、ともに働く人々が不安
や心配を抱えることがないよう、周囲の環境に対
するフォローも重視している。

事例
 事例の表題、属性等 主として職務再設計に関連する特徴 主として環境調整に関連する特徴 その他の特徴

番号

まとめ

 本人の特性を
踏まえたコ
ミュニケー
ション

 柔軟な勤務時
間・勤務日数
の設定

 休憩の取り方
への配慮

 作業及び疲労
のマネージメ
ントに対する
支援

 チームによる
支援 etc.

様々な
工夫や配慮

｜｜

合理的配慮

主に個々の障害社雇用の取組が紹介されている事例における職務創出支援における特徴（例）



精神障害
発達障害

精神障害者保健
福祉手帳所持者
68名、療育手帳
所持者63名、う
ち105名程度が
発達障害者

精神障害
発達障害

発達障害26名、
障害者計54名

精神障害 統合失調症6名

精神障害 4名

精神障害
発達障害

定員10名
(就労継続支援Ａ
型事業所)

4

縫製工

1つの作業を覚えたら次の作業へというスモールス
テップ方式によるキャリア形成支援を行っている。ま
た、次の作業へ進むときには、そのための訓練の時間
を設けている。

女性が多い職場なので、出産、育児、家族、加齢に
伴う体調の変化等により仕事を一時的に離れたり、
仕事に集中しづらい環境にあるときには、互いに
フォローし合える意識が必要と話をしてきた。その
ような土壌が、精神障害者の体調の波を理解し、思
いやりある対応につながった。

障害者雇用をきっかけとして、作業工程、分担の
見直しが事業所全体の業務効率化につながった。
また、助け合いの雰囲気が高まった。

9

オペレータ②(コールセン
ター)

グループ会社で実施しているオペレータ業務のうち難
易度の低いアウトバウンド業務を請け負い、就労継続
A型事業にて実施している。対応できるパターンを増
やしていくことでスキルアップを支援する。

個々の状況に応じて、勤務時間を調整している。
個々のスキルアップを図ることにより、難易度の
高い作業を請け負うことができるよう、事業所と
しての作業の積み上げを目指している。

2

特例子会社②
各部署における職務内容の細分化と統一化を行い、作
業マニュアルを完備して、個人内の強みと弱みに応じ
た作業を職務内容とすることを可能にした。また、作
業の種類を増やしたり、組み替えたりすることによ
り、キャリア形成を支援している。

障害者自らが作成する「週間予定表」を活用するこ
とにより、仕事のセルフマネジメントを可能として
いる。

特例子会社の設立に際し、新規に立ち上げるので
はなく、グループ企業の1社にて特例子会社の認
定を受けた。
年2回の評価面談により、職務の拡大及びその質
的向上を確認し、それが雇用条件に反映される等
級制度を有している。

3

部署単位での職務創出支援
6名の精神障害者が構成する業務支援部で、各部署か
ら切り出した多様な業務を担当する。当初ファイリン
グから始まり、現在はシーツ交換、清掃、看護助手、
パソコン等多岐にわたる業務を担当している。
当番制のリーダーが、週間スケジュール、作業の担
当、作業の進捗を管理する。

１日の中の仕事のスケジュールに緩急をつくってお
き、個人の能力特性や体調に応じて、お互いに仕事
をフォローすることを可能にしている。

障害者雇用のための新たな部署を立ち上げ、約半
年間で6名の精神障害者の雇用に成功した。
事業所内の各部署でも、どのような仕事を切り出
せば良いかわかるようになったことで、多くの依
頼が来るようになった。

事例
 事例の表題、属性等 主として職務再設計に関連する特徴 主として環境調整に関連する特徴 その他の特徴

番号

1

特例子会社① グループ企業の各部署の仕事やアウトソーシングして
いた仕事を切り出し、7部門からなる特例子会社の事
業内容とした。
グループ企業を対象とする会社見学会を実施し、障害
者に対する理解の促進を図っていくことにより、受注
作業を増やしていき、関連会社より専門的な知識やス
キルをいかすものも含む多種多様な作業の切り出しを
行うことに成功した。

疲労しやすい障害者への配慮や感覚過敏等による
ラッシュ時の負担軽減を考慮し、勤務時間を設定し
ている。VDT作業に従事する者については、疲労
のセルフマネジメントの苦手さを補うため、50分
ごとに10分の休憩時間を部署単位で設けている。

「振り返りシート」を活用した個別面接により、
キャリア形成を支援している。また、人事考課に
おいても、このシートを活用することにより、
キャリア形成に対する明確な目標設定及びモチ
ベーションの向上を支援している。

まとめ

 事業所全体の業
務の効率化

 顧客サービスの
質的向上

 キャリア形成へ
の支援

 モチベーション
の向上

 職場のコミュニ
ケーションの活
性化 etc.

主に企業・事業所単位での取組が紹介されている事例における職務創出支援における特徴（例）職場全体の働く環境改善



「障害者に適した仕事は

何ですか？」



「健常者に適した仕事は

何ですか？」



「障害のあるAさんに

適した仕事は何ですか？

その仕事を行ってもらう上で

配慮すべきことは何ですか？」

「障害者に適した仕事は

何ですか？」



まとめ

積み上げ
モデル

特化
モデル

切り出し・
再構成モデ

ル

誰もが働きやすい職場づくり
障害者の雇用の促進、能力の発揮、キャリア形成の促進


